
いきいき活動通信シニア団体

　シニア団体活動支援事業は、元気な高齢者が地域の活動に参加するきっかけをつくり、高齢者の社会参加と
自主的活動を促進し、高齢者の生きがいと健康づくりを目的としております。この広報誌では、年齢を感じ
させず、いきいきと活動している本事業登録団体をご紹介します。

No.15

原
町
ひ
ば
り
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会

渡
利
す
み
え
ク
ラ
ブ

〈
愛
好
会
発
足
17
年
目
を

む
か
え
て
紡
ぐ
日
々
〉

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
４
つ
の

パ
ー
ト
に
分
か
れ
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音

が
重
な
り
合
い
、
一
つ
の
曲
を
紡
い
で

い
く
。
本
会
は
平
成
13
年
か
ら
日
本

ハ
ー
モ
ニ
カ
芸
術
協
会
師
範
の
林
博
太

郎
氏
の
指
導
の
も
と
、
月
２
回
、
２
時

間
ほ
ど
、
人
に
よ
っ
て
は
３
時
間
ほ
ど

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
練
習
を
行
う
。
毎
年
皆

で
話
し
合
っ
た
決
め

た
「
練
習
課
題
曲
」

を
１
年
間
か
け
て
作

り
上
げ
て
い
く
。

〈
明
る
い
雰
囲
気
が
そ
の
ま
ま

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
奏
で
る
音
に
〉

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
「
先
生
の
指
導
が

あ
る
か
ら
こ
そ
」
と
言
い
、
講
師
の
林

氏
か
ら
は
「
全
て
皆
さ
ん
か
ら
教
わ
っ

て
い
る
」
と
い
う
。
会
長
の
橋
本
氏
か

ら
は
「
ど
の
練
習
日
も
、
楽
し
く
明
る

い
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
る
。
普
段
の
練

習
で
も
一
方
通
行
で
は
な
く
、
皆
で
作

り
上
げ
て
い
る
雰
囲
気
が
本
会
の
良
さ

で
は
な
い
か
」
と
話
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
伝
え
あ
っ
て

お
り
、
そ
れ
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
に
表

さ
れ
て
い
る
。
愛
好

会
は
い
つ
で
も
会
員

を
募
集
し
て
お
り
、

通
常
練
習
の
１
時
間

前
か
ら
講
師
に
よ
る

基
礎
練
習
の
時
間
も

設
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
ま
ず
は
見
学
に

来
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
。
入
会
・
問
合
せ

は
、
代
表
ま
で
。

〈「
す
み
え
」
を
学
び
合
う
場
〉

　
「
会
長
、
こ
こ
は
こ
の
意
味
が
あ
っ

て
描
い
た
ん
で
す
よ
」
と
、
自
分
た
ち

が
描
い
た
新
作
の
鑑
賞
会
（
学
習
会
）

で
は
会
員
同
士
、
活
発
な
意
見
や
感
想

が
飛
び
交
う
。
昭
和
57
年
の
設
立
以

降
、
本
会
で
は
特
定
の
講
師
の
指
導
を

仰
が
ず
に
、
会
員
同
士
で
知
識
・
経
験
・

知
恵
を
出
し
合
っ
て
学
び
合
う
場
と
し

て
い
る
。
そ
れ
が
ゆ
え
、
会
員
の
個
性

を
存
分
に
発
揮
さ
せ
な
が
ら
活
動
は
続

け
ら
れ
て
き
た
。
月
１
回
の
活
動
や
ス

ケ
ッ
チ
会
、
秋
の
作
品
展
示
会
に
は
新

人
や
経
験
者
等
関
係
な
く
、
会
員
全
員

が
出
品
す
る
。

〈「
す
み
え
」
が
た
く
さ
ん
の

�

想
像
力
を
生
み
出
す
〉

　
「
す
み
え
（
墨
絵
）」
は
、
墨
の
濃
淡

で
全
て
が
描
か
れ
る
。
ま
た
墨
の
み
で

の
表
現
は
、
多
く
の
想
像
力
を
膨
ら
ま

せ
る
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
分
、

描
き
手
の
全
て
が
活
性
化
さ
れ
、
よ
り

画
に
対
す
る
意
欲
に
繋
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
会
長
の
佐
藤
氏
は
話

さ
れ
て
い
た
。
受
け
身
で
は
な
く
主
体

的
に
取
り
組
み
な
が
ら
す
み
え
を
ど
ん

ど
ん
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
意
欲

に
満
ち
溢
れ
て
い
る
の
が
本
会
の
良
さ

で
あ
る
。
会
員

同
士
、
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
こ

れ
か
ら
も
す
み

え
に
挑
み
続
け

て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
あ
っ

た
。
初
心
者
も

大
歓
迎
、入
会・

問
合
せ
は
、
代

表
ま
で
。

市
町
村

福
島
市

会
員
数

14
名

連
絡
先
０
２
４
―
５
２
２
―
１
４
３
５

年
齢
構
成

61
～
88
歳

活
動
内
容

水
墨
画
の
学
習

活　

動

場　

所

日　

時

渡
利
学
習
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
４
火
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

代
表
者
会
長　

佐
藤
曻
一（
さ
と
う
し
ょ
う
い
ち
）

会　

費

１
２
，
０
０
０
円
／
１
年
＋
実
費

市
町
村

南
相
馬
市
原
町
区

会
員
数

24
名

連
絡
先
０
２
４
４
―
２
２
―
８
９
８
８

年
齢
構
成

60
～
85
歳

活
動
内
容

ハ
ー
モ
ニ
カ
基
本
学
習

活　

動

場　

所

日　

時

南
相
馬
市
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日　

午
後
２
時
～
４
時

代
表
者
会
長　

橋
本
俊
信（
は
し
も
と
と
し
の
ぶ
）

会　

費

１
，
０
０
０
円
／
１
か
月

左
か
ら
、
副
会
長
の

高
田
冨
子
さ
ん
、
会

長
の
橋
本
俊
信
さ

ん
、
講
師
の
林
博
太

郎
さ
ん
、
副
会
長
の

桜
井
雅
勝
さ
ん
。

前
列
右
か
ら
２
番
目

が
、
会
長
の
佐
藤
曻
一

氏
。

新
作
鑑
賞
会
で
は
会
員

が
描
い
た
画
を
も
と

に
、
会
員
全
員
の
学
び

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
交
流
推
進
事
業
の

一
つ
で
あ
る
、
福
島
市

音
楽
堂
で
開
催
の
「
ふ

れ
あ
い
オ
パ
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
は
14
年
連

続
出
場
を
し
て
い
る
。

秋
の
ス
ケ
ッ
チ
会
で
は

福
島
市
の
信
夫
「
信
夫

文
知
摺
」
を
訪
れ
て
、

住
職
の
お
話
を
伺
い
な

が
ら
ス
ケ
ッ
チ
を
行
っ

た
。

自分が希望するパート
に分かれて、１年間か
けて練習をしていく。
曲が完成していく達成
感はひとしおである。



元気な町内会の活動報告（高齢者支え合いコミュニティ支援事業）

　福島県では平成28年度から、元気な高齢者が身近な地域で社会活動に参加するきっかけをつくり、健康でいきいきと
生活している町内会の取組を支援しています。本年度支援団体をご紹介させて頂きます。

●発行元・問合せ先　社会福祉法人福島県社会福祉協議会　いきいき長寿課
　〒960-8141　福島市渡利字七社宮字111番地　福島県総合社会福祉センター３階　TEL（024）524－2224　FAX（024）524－2228

〈エクレール郡山自治会について〉
　郡山駅から北に２㎞ほどの所にある、平成５年に完成の全戸数220戸
という市内でも大きな集合住宅である。住民も当初に比べて高齢化し
ていること、また東日本大震災を経て住民同士のコミュニケーション
の大切さが再認識され、平成29年に管理組合・自治会役員有志によっ
て「エクレール郡山高齢化対策検討会」が年10回開催された。検討会
の提言を基に、平成30年より各事業に取り組んでいる。

〈地域に住む者として〉
　マンションの施設を利用したスポーツ教室や趣味の会などを開催
し、顔の見える関係づくりを行ってきた。今では教室終了後の住民同
士の情報交換やおしゃべりの時間も増えてきている。
　集合住宅といえどその地域の一つとして存在することに変わりはな
い。集合住宅内全体の交流を活発にしてよりよい関係にしていくこと
は、自分が住む地域を良くしていきたいという方向性へと繋がってい
くということである。「マンションであれ一戸建てであれ、地域を良く
していきたいという気
持ちは一緒です」と話
されていたのが印象的
であった。

〈神明町町内会について〉
　郡山駅から車で５分程度の場所にあり、小学校・中学校・高等学校
に隣接、スーパーや病院などもあり非常に住みやすい環境である。そ
のため古くからの住民に加えて、集合住宅なども多く存在する。古く
からの住民の高齢化と、新しい住民への町内会活動への理解および加
入の増加が現在の課題となっている。

〈地域全体でさらなる住みよい街になるように〉
　３年前より、高齢者を対象とした「いきいきサロン」を開催してい
る。取材日は他の町内会のフォークダンスクラブの方を呼び、町内会
圏域にとらわれず広く交流が図られた。また、今年は町内広報誌「し
んめいちょう」を毎月発行し広く広報することで、加入世帯のみなら
ず未加入者世帯に対する呼びかけを重点的に行った。住みやすい街で
あるからこそ、横のつながりをさらに広げる工夫をしていくことで、
さらにいい街にしていきたい。そして、住んでいる住民のみならず、
この地域に関わりのある人には誰でもいい街であると感じてもらえる
よう、神明町町内会は
歩んでいく。

エクレール郡山自治会

神明町町内会

市 町 村 郡山市
代　　表 会長　佐久間　昭（さくまあきら）

加入世帯数 213世帯 所属人数 441名

市 町 村 郡山市
代　　表 会長　佐藤彰宏（さとうあきひろ）

加入世帯数 359世帯 所属人数 1,550名

町
内
会
会
長
の
佐
藤
彰

宏
氏
は
「
こ
れ
か
ら
も

サ
ロ
ン
の
よ
う
な
事
業

を
通
し
て
交
流
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
て
い
た
。

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
で

は
、
健
康
講
座
な
ど
も
併

せ
て
行
わ
れ
、
参
加
者
は

興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い

た
。

エ
ク
レ
ー
ル
郡
山
自
治

会
と
管
理
組
合
理
事
で

あ
る
塩
田
幸
男
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。

「
し
ん
め
い
ち
ょ
う
だ
よ
り
」
に

よ
り
毎
月
、
町
内
の
掲
示
板
を
活

用
し
て
広
く
広
報
を
行
っ
た
。
写

真
を
多
く
し
て
、
よ
り
見
易
い
工

夫
を
行
っ
た
。

取材日は月に2回開催
の「健康スポーツ教
室」の日。女性だけで
なく、男性の参加者も
多く見られ、和気あい
あいと行われていた。

「EK（エクレール）
交流会だより」を作
成し、回覧板やマン
ションの掲示版を利
用して広報を行って
いる。


